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本年の発掘された日本列島 2013 新発見考古学展で 昨年度発掘された東日本大震災緊急発掘調査された遺跡のひと

つとして 「場所・年代とも近接する福島県相馬の新地町 沢入 B・大清水 Bの両製鉄遺跡から関西で育まれた箱型炉

と東国・東北で育まれた竪型炉の異なる2つのタイプの製鉄炉が出土したことが展示紹介された。 

しかし、詳しい解説がなく、この遺跡がすぐ南にある金沢製鉄遺跡群と共に、古代大和の東北対応の最前線 陸奥南 福

島県武井製鉄遺跡群に属し、このタイプの異なる製鉄炉が同時代の近接した製鉄遺跡から出土したことの意義について

の検討についても触れられていなかったのが、気にかかっていました。  

また、この時期に製鉄炉の大型化と共に踏み鞴が現れ、この武井製鉄遺跡群では、時期・場所を同じくして 竪型炉・

箱型炉の両方にこの踏み鞴が登場している。 

この踏み鞴のルーツについても いつも気になっていたたたらの謎のひとつである。 

 

国内の鉄生産量が急拡大する 7世紀後半から9世紀。 たたら製鉄も安定生産から増産へと舵を切る。 

大型たたら製鉄炉の完成と大量送風を可能とする踏み鞴の革新的技術が 大和の最重要生産基地 陸 

奥南 福島県 金沢・武井製鉄群の異なるタイプの製鉄炉 竪型・箱型製鉄炉に登場する 

 

それまでの鞴は日本書紀に記録された「天羽鞴」に始まる「皮ふいご」である。 

ほとんど西日本には出現しない竪型炉での踏み鞴の登場は何を意味するのか・・・ 

竪型炉に装着された踏み鞴が、どうも踏み鞴が広く普及してゆく始まりになったのではないか??と。 

 

「日本列島新発見展で展示されるほど重要な新発見 箱型炉と竪型炉

の並立とその変遷 そして、踏み鞴の登場」  

大和の東北経営の最前線で しかも大和が持ち込んだ鉄アレイタイプ

の箱型製鉄炉と並立する東国・東北で育まれた竪型製鉄炉である。この

意義をどう考えたらいいのか?  

 

この古代陸奥南の金沢・武井製鉄遺跡の製鉄炉について、持っている資

料やインターネットなど関係資料を当たり、この陸奥南の金沢・武井製

鉄遺跡群の異なる2つのタイプの製鉄炉ならびに製鉄炉の変遷そして、この製鉄炉出現の意義付けについても触れた資

料を見つけ、鞴の歴史についても もう一度 頭の中を整理してみようと。 

 

  

近江で育まれた鉄アレイ型箱型炉  西日本における古代西日本の製鉄炉の変遷 

村上恭通 東北古代製鉄の東アジア的位置づけ より  



  

皮吹子（岩手県小林家に伝わる製鉄絵図）     踏み鞴 ｢日本山海名物図会｣より  踏み鞴 『聖徳太子絵伝』より 

 

1.1.1.1.    平成平成平成平成 22222222 年東北芸術工科大学年東北芸術工科大学年東北芸術工科大学年東北芸術工科大学シンポシンポシンポシンポ予稿集予稿集予稿集予稿集「「「「東北古代東北古代東北古代東北古代のののの変動変動変動変動    ----    火山灰火山灰火山灰火山灰とととと鉄鉄鉄鉄    ----」」」」    

 福島県の金沢・武井製鉄遺跡群を含め、東北の古代製鉄遺跡を取り上げ、製鉄炉の変遷などについて 

討論されている資料 

この資料の中で 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター長村上恭通氏や福島県文化振興事業団飯村均氏 

が武井製鉄遺跡群のたたら炉の変遷を取り上げ、討論されているのを見つけました。  

      ◎ 東北古代製鉄の東アジア的位置づけ   村上恭通 

    ◎ 陸奥南部における古代鉄生産      飯村 均  

2.2.2.2. インターネットインターネットインターネットインターネット検索検索検索検索よりよりよりより http://www.pref.iwate.jp/~hp0910/product/houkoku/no28p13Seki.pdf     

岩手博物館岩手博物館岩手博物館岩手博物館のののの研究報告研究報告研究報告研究報告 28282828 号号号号(2011.3(2011.3(2011.3(2011.3 月月月月) ) ) ) P13P13P13P13----34  34  34  34   関博充関博充関博充関博充・・・・女鹿潤哉女鹿潤哉女鹿潤哉女鹿潤哉・・・・赤沼英男赤沼英男赤沼英男赤沼英男                                                                                                                                                                                                                                                                            

「「「「古代仙台平野古代仙台平野古代仙台平野古代仙台平野におけるにおけるにおけるにおける鉄生産活動鉄生産活動鉄生産活動鉄生産活動についてについてについてについて    ----宮城県柏木遺跡検出竪型炉宮城県柏木遺跡検出竪型炉宮城県柏木遺跡検出竪型炉宮城県柏木遺跡検出竪型炉のののの再検討再検討再検討再検討をををを通通通通してしてしてして----    」」」」               

   柏木遺跡検出竪型炉と福島県の武井・金沢製鉄遺跡群の竪型炉についての検討がなされている資料 

  3.3.3.3.        インターネットインターネットインターネットインターネット検索検索検索検索よりよりよりより     「「「「たたらたたらたたらたたら製鉄製鉄製鉄製鉄    鞴鞴鞴鞴のののの歴史歴史歴史歴史」」」」        

 

これらの資料より ｢陸奥南部の古代の製鉄遺跡での箱型炉と竪型炉の変遷 ならびに 時期を同じくして並存の検

討｣について その概要・図版を参考に私なりにとりまとめました。 

また、インターネット検索や資料から 鞴の歴史についても もう一度 頭の中を整理しました。 



   

古代大和 東北経営の最前線の生産基地 福島県武井製鉄遺跡群 沢入 B・大清水 B製鉄遺跡の位置  

 

大和の東北経営の最前線で しかも大和が持ち込んだ鉄アレイタイプの箱型製鉄炉と並立する東国・東北で育まれた竪

型製鉄炉。踏み鞴付き竪型炉として登場し、そして大型箱型製鉄炉にとって変わられ消えてゆく。 

この異なるタイプの異なる製鉄炉並立の意義をどう考えたらいいのか? 気になっていました。 

持っている資料やインターネットなど関係資料を当たり、この陸奥南の金沢・武井製鉄遺跡群の製鉄炉の変遷 

ならびにこの異なるタイプの製鉄炉について調べました。 

とくに、資料を調べる中で、この竪型炉が踏み鞴付き

竪型炉として、この武井製鉄遺跡群に現れ、その後、

足踏み鞴の付いた大型箱型炉の展開と共に消えてゆく

ことに興味津々。                 

この武井製鉄遺跡など古代陸奥南の製鉄遺跡群に登場

した製鉄炉の変遷ならびに「踏み鞴付き竪型炉」の出

土意義について、資料を整理し、とりまとめました。                            

近江で育まれた鉄アレイ型箱型炉と竪型炉と 
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金沢製鉄遺跡群金沢製鉄遺跡群金沢製鉄遺跡群金沢製鉄遺跡群    製鉄炉製鉄炉製鉄炉製鉄炉のののの変遷変遷変遷変遷

    

    

私には左側下の図 14 の解釈が明確にはできていませんので、正しく理解はできていませんが・・・・・・ 

図 14 の右図は鉄滓量を時期別に製鉄炉と流出鉄滓それぞれを 100%表示していると思われます 

Ⅱ・Ⅲ期→Ⅳ・Ⅴ期に箱型製鉄炉が大型化し、且つ流出鉄滓大量に出ていることをこれらの図は示している。    

一方 この時期に出現した竪型炉の鉄滓量はあまり多くない。                      

流出鉄滓の急増は 箱型炉の大型化や製鉄炉が高温になり、溶融鉄（銑鉄化）が進んでいることを例示か・・・・。 
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                    「「「「古代仙台平野古代仙台平野古代仙台平野古代仙台平野におけるにおけるにおけるにおける鉄生産活動鉄生産活動鉄生産活動鉄生産活動についてについてについてについて    ----宮城県柏木遺跡検出竪型炉宮城県柏木遺跡検出竪型炉宮城県柏木遺跡検出竪型炉宮城県柏木遺跡検出竪型炉のののの再検討再検討再検討再検討をををを通通通通してしてしてして----」」」」    

            http://www.pref.iwate.jp/~hp0910/product/houkoku/no28p13Seki.pdf より 図面抜粋整理 
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古代大古代大古代大古代大和和和和のののの東北対応東北対応東北対応東北対応のののの最前線最前線最前線最前線    福島県福島県福島県福島県    武井製鉄遺跡群武井製鉄遺跡群武井製鉄遺跡群武井製鉄遺跡群のののの場所場所場所場所・・・・年代年代年代年代ともともともとも近接近接近接近接するするするする沢入沢入沢入沢入 BBBB・・・・大清水大清水大清水大清水 BBBB のののの両遺跡両遺跡両遺跡両遺跡からからからから        

関西関西関西関西でででで育育育育まれたまれたまれたまれた箱型炉箱型炉箱型炉箱型炉とととと東北東北東北東北でででで育育育育まれたまれたまれたまれた縦型炉縦型炉縦型炉縦型炉のののの異異異異なるなるなるなる 2222 つのつのつのつの製鉄炉製鉄炉製鉄炉製鉄炉がががが出土出土出土出土したしたしたした                

 

新発見展ではよく分からなかった古代大和の東北経営の最前線に鉄を供給した陸奥南の武井・金沢製鉄遺跡群 

の製鉄炉の変遷が下記2つの資料から明らかになった。 

    資料 1. 平成 22年東北芸術工科大学シンポ予稿集「東北古代の変動 - 火山灰と鉄 -」 

     ◎ 東北古代製鉄の東アジア的位置づけ   村上恭通 

      ◎ 陸奥南部における古代鉄生産      飯村 均  

    資料 2. 岩手博物館の研究報告28号(2011.3月) P13-34   関博充・女鹿潤哉・赤沼英男                                                                   

「古代仙台平野における鉄生産活動について -宮城県柏木遺跡検出竪型炉の再検討を通して- 」 

これらの資料により、陸奥南 金沢・武井製鉄遺跡群の製鉄炉の変遷を取りまとめると次のとおりである。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

◎ 7777 世紀後半世紀後半世紀後半世紀後半 古代大和の東北蝦夷対応の最前線 福島県金沢・武井製鉄遺跡群では近江等大和で 

育まれた鉄アレイ型の箱型製鉄炉が登場し、さらに鉄の安定量産立地から、山の尾根から、山

の斜面に場所を移し、製鉄炉が重複して作られるようになる。  

◎ 8888 世紀中葉世紀中葉世紀中葉世紀中葉になると中国にルーツを持ち、東国で育まれた最新の踏み鞴と大型羽口を持つ半地下

式竪型炉が現れ、箱型炉と併用されるようになる。 

この踏み鞴付き竪型炉の出現は、炉の送風・温度安定と高温化を生み、箱型炉の操業にも大き 

な影響を及ぼしたであろうことはまちがいない。   

◎ 8888 世紀後半世紀後半世紀後半世紀後半からからからから 9999 世紀初世紀初世紀初世紀初めめめめには、量産効果をさらに高めるため、箱型炉にも足踏み鞴を付けた大

型の長方形箱型炉が登場し、タイプの異なる2つの製鉄炉が並立する時代を迎える。 

◎ 9999 世紀中葉世紀中葉世紀中葉世紀中葉には足踏み鞴を付けた大型の長方形箱型炉を並べて設置するようになり、鉄の大量生

産化がすすむ。 一方、東国・東北で育まれた竪型炉は消えてゆくという。 



 

踏み鞴付竪型炉の出現が その後のこの地区での鉄の生産ならびに製鉄炉の構造に大きな影響を与えたことがよく分

かる。大和の先端技術としてもたらされた鉄アレイ型の箱型炉が、時を経て 竪型炉とともに導入された踏み鞴の技術

が、竪型炉にと止まらず、箱型炉にも長方形大型化の構造変化をもたらし、鉄の大量生産化をもたらした。      

また、同時にこの鞴の導入は製鉄炉操業で炉温の安定高温化を可能にし、鉄原料（砂跌・鉄鉱石）の溶融・浸炭を促し、 

炉内で大量の溶融銑鉄を形成することを可能にする。  

たたら製鉄では比較的低温で砂鉄を半溶融還元して比較的炭素が低く靭性に富む玉鋼を形成するのが 

中心技術ですが、高温操業すると 鉄原料は溶融し、浸炭して 脆くて硬いが融点の低い銑鉄（鋳物銑・ずく） 

を形成する。 製鉄炉から解けた鉄が流れ出てくるので、炉を壊さず炉の寿命まで連続操業ができる 

竪型炉が導入された初期の向田 A遺跡では、同時に鋳型が大量に出土したことから、まだ、十分明らかではないが、竪

型炉では銑鉄の操業も指摘されている。 

また、発掘された日本列島2013 新発見考古学展で紹介された武井製鉄遺跡群の近接する沢入B・大清水Bの両遺跡は 

タイプの異なる踏み鞴付製鉄炉を持つ9世紀半ばの遺跡であるが、いずれの遺跡の製鉄炉からも銑鉄が確認されている。 

 

いずれにせよ、竪型炉に伴って現れた踏み鞴の登場が製鉄炉の大型化・鉄の大量生産化の大変革をもたらしたことは否

めず、この武井製鉄遺跡群の近接する沢入B・大清水Bの両遺跡はたたら製鉄展開の歴史を考える上で重要な遺跡とい

える。 

同時に当初導入された踏み鞴付竪型炉が中心的な製鉄炉にならず、踏み鞴付き箱型炉に取って代わられたことにも注目。 

チタン含有量の多い砂鉄を原料にすると ”ねばい”鉄スラグを形成するので、竪型炉では 更なる大型化や安定操業

がむつかしく、周辺に砂鉄が豊富にあるこれら製鉄遺跡群では 大型化の進行と共に、箱型炉に取って代わられたと思

われる。  

この陸奥南部に登場した踏み鞴付きの竪型製鉄炉はどこから来たのだろうか・・・・・      

また、この先端技術を製鉄技術が未熟だったこの地に持ち込んだのは大和なのだろうか・・・     

それとも 東北・東国で連綿と続いてきた中国との独自ルートがもたらしたものなのか・・・                     

この武井製鉄遺跡群の鉄の工人たちのルーツを含め、まだまだ解明はされておらず、非常に興味深く眺めている。  

 

                                 2013.8.15.. by  Mutsu Nakanishi 
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        たたたたたらにたらにたらにたらに用用用用いられたいられたいられたいられた鞴鞴鞴鞴のののの歴史歴史歴史歴史                皮鞴皮鞴皮鞴皮鞴    →→→→    踏踏踏踏みみみみ鞴鞴鞴鞴    →→→→    天秤鞴天秤鞴天秤鞴天秤鞴    →→→→    水車水車水車水車へへへへ                

    

皮ふいご たたら想像図 岩手県小林家に伝わる製鉄絵図  踏み鞴 ｢日本山海名物図会｣より   たたら 天秤鞴  

 

たたら製鉄の歴史は鞴の発達と深く結びついている。 

わが国で、最初に記録に現れる鞴は天羽鞴（あまのはぶき）という皮鞴で、真名鹿（まなか）の皮を全剥ぎにして作ったとされ

ます（日本書紀）。しかし、その具体的な構造は、岩手県大槌町小林家｢製鉄絵巻｣や間宮林蔵の｢北蝦夷図説｣と見るくらいし

かない。 また、踏み鞴についても その始まりはよく分かっていないと聞く。 

倭名類聚抄｣（９３４年）では「皮鞴」を｢ふき

かわ｣とし、これと区別するために「踏鞴」

を｢たたら｣のこととしている。 

そして踏鞴が記録に現れるのは「東大寺

再興絵図」で、銅の溶解に使用されたと紹

介し、17 世紀頃には天秤鞴が発明された

という。しかし、構造は明確ではないにしろ、

8 世紀ごろには近江やこの武井製鉄遺跡

群にも、製鉄炉に隣接して踏み鞴と考えら

れる遺構が出土する。 

「この武井製鉄遺跡群の竪型炉に装着

された踏み鞴が、その後のたたら製鉄の

踏み鞴採用に大きな影響を与えた」ともみ

える武井製鉄遺跡の製鉄炉変遷に、もう

一度 たたら製鉄に装着された鞴の歴史

を確認しておこうとインターネット検索で資 

料を調べました。 

 

8 世紀半ば 武井製鉄遺跡では 竪型製鉄炉に装着されて登場 その後、箱型 

への装着が進展すると共に竪型炉は消えてゆく 

踏み鞴の実用装着の開始を思わせる武井製鉄遺跡群の製鉄炉変遷 



勝手な問題提起ではあるが、たたら製鉄の安定量産の革新技術である「踏み鞴」は そのルーツがどこにあるのか不明なるも、

この陸奥南の金沢・武井製鉄遺跡群で実用化が試され、その後 広くたたら製鉄に普及していったのではないか・・・・。 

この金沢・武井製鉄遺跡群が、踏み鞴付たたら普及の出発点とは考えられないか・・・・と。 
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たたら製鉄の歴史は鞴の発達と深く結びついているといえます。 

わが国で、最初に記録に現れる鞴は天羽鞴（あまのはぶき）という皮鞴で、真名鹿（まなか）の皮を全剥ぎにして作ったとされ

ます（日本書紀）。具体的な構造は、間宮林蔵の｢北蝦夷図説｣と岩手県大槌町小林家｢製鉄絵巻｣に見るくらいしかないですが、

いわば皮製の袋に竹あるいは木製の管をつけた程度のもので、その操作は｢北蝦夷図説｣の場合は、皮袋の管と反対側は口

が開いており、その部分を手でつかみ、閉じて押したり、開いたりしながら弁の働きをさせて風を送ったものと想像されます。 

その後、踏鞴が登場するが、｢倭名類聚抄｣（９３４年）では皮鞴を｢ふきかわ｣とし、これと区別するために踏鞴を｢たたら｣のこと

としています。 

踏鞴が最初に記録に現れるのは｢東大寺再興絵巻｣で、１２世紀の大仏鋳造の際、銅の溶解に使用されたと紹介されています。

１８世紀中頃（１７５４年）に書かれた｢日本山海名物図会｣の｢鉄蹈鞴｣の図では、構造は側面と底を粘土で固めた箱を中央で 2

つに仕切り、各室に吸・排気用の弁をつけ、これに合致するしま板をのせて、しま板を 6 人の作業者が踏んで上下運動させて

風を送っています。図の説明として、鉄を溶かすのに十分な火力は踏み鞴によってこそ得られたと記されています。 

そして、まっすぐで滑らかな板を加工できる縦引きの大鋸、台鉋などの大工道具が普及してくると、吹差し鞴（差し鞴あるいは

箱差鞴ともいう）が登場します。吹差し鞴は鍛冶道具として知られる代表的な構造をもつ鞴ですが、箱底部に特殊な工夫が加

えられ、風の分配を均等にするほか、柄を押しても引いても常に風が送り続けられるようになっています。その始まりは明確で

はないですが鎌倉初～中期頃とされ、普及するのは板材が安価に作られるようになる 15 世紀以降と言われています。しかし、

鞴自体の大きさには限界があり、たたらの炉を大きくするには、炉の左右に何挺もならべて風を送るという問題があって、中国

山地では製鉄用はやがて天秤鞴に置き換わっていきます。天秤鞴の発明の時期は定かではないですが、出雲・杠家の文書

に、元禄 4 年に初めて使用されたとの記録があります。効果的な送風が可能な天秤鞴は中国地方で特徴的な発達、普及をし、

大幅な省力と生産力を飛躍的に高めます。その仕組みは左右２枚のしま板の運動を司るために天秤構造としたもので、一人

踏みと二人踏みがあり、１時間踏み続けて２時間休むという交代作業であったといわれます。（この作業に従事する作業者を

番子と呼び、｢代わりバンコ｣という言葉の起こりとも言われています） 

たたら製鉄における鞴の変遷は画一でなく、中国山地でも石見、出雲では踏み鞴→吹差し鞴→天秤鞴となっていますが、伯

耆、美作地域では、踏み鞴→天秤鞴となっています。一方、奥羽地方では踏み鞴、天秤鞴はあまり使われず、大型の吹差し

鞴（大伝馬と呼ばれた）が主として使われ、幕末期に水車鞴に移行します。ちなみに、天秤鞴への移行が進んだ中国山地で水

車が使われるようになるのは明治になってからです。 

 

 

 

 

皮鞴｢北蝦夷図説｣より 

 

踏み鞴｢日本山海名物図会｣より   

    

①たぬきの皮製ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ 

②しま板、⑫を支点として 上下する 

③土（空気のもれを防ぐ） 

④空気の取り入れ口 

⑤弁 

⑥弁 

⑦送風口 

⑧ここから出る風は木呂  管を通っ

て炉へ 

⑨隔板 

⑩踏み台 

⑪天秤棹 

⑫軸、しま板の支点 

天秤鞴の構造 
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砂鉄や鉄鉱石を木炭によって還元し、鉄を取るには温度を高くしなけ

ればなりません。1000℃以下でも還元できますが、非常に時間がかか

り、しかもできた鉄は海綿鉄（スポンジ）状で、もう一度半熔融状態に

加熱しなければ鍛造が困難です。能率的に鉄を取るには還元性雰囲

気の中で砂鉄の熔融温度（約 1400℃）以上に長時間保つことが必要

です。それには人工的に風を送る吹子が不可欠なのです。 

●●●●    皮皮皮皮ふいごふいごふいごふいご 

我が国で記録に初めて現れる吹子は、「日本書紀」にある天羽鞴 

（あまのはぶき）という皮袋の吹子（皮吹子）です。これは真名鹿の皮     皮吹子（岩手県小林家に伝わる製鉄絵図 

を全剥（うつはぎ）にして作ったとされています。 

この皮吹子は、もともと中国から朝鮮半島を経由して日本に伝えられたと考えられています。中国では漢代の出土品に上から

吊った皮吹子のレリーフが描かれており、後漢書には水排、すなわち水車に連動する吹子で鉄を得て、農具を作ったことが書

かれています。朝鮮ではＢＣ１～２世紀と考えられる京畿道の冶鉄住居址から、鼓風管鼓風管鼓風管鼓風管、つまり羽口が発見されています。製

鉄のごく初期の段階では、小さな炉を山の谷あいなど風通しの良いところに作り、自然通風により鉄を作ったと考えられていま

すが、我が国では自然風の利用が想定される大形羽口は例外的で、ほとんど吹子が用いられたようです。おそらく天羽鞴の

ような皮吹子だったと思われます。 

●●●●    踏踏踏踏みふいごみふいごみふいごみふいご 

９３０年代の『倭名類聚抄』では鞴の訓を『ふきかわ』としており、これが後に変化して「ふいご」となったとされています。我が国

では冶金技術の伝来と同時に吹子も伝わって来たのではないでしょうか。また、『倭名類聚抄』では皮吹子と区別して踏鞴踏鞴踏鞴踏鞴を挙

げ『たたら』のこととしています。鉄のような融点の高い金属を作るには皮吹子では力が弱く、十分ではないので製鉄用として

踏吹子が発達したと思われます。 

村上英之助氏によれば、世界の吹子の歴史をみると、古代オリエント、インドを連ねる南方文化圏の皿吹子と北方種族を中心

とする古代北方文化圏の皮吹子の二つの流れがあり、中国中原地域は後者に属する。これに中国南部からインドシナ半島に

かけての越文化圏では皮吹子に竹文化を取り入れたポンプ吹子が発達し、これが吹差吹子へ発達したのではないかと想定し

ています。ともかく我が国では古代において皮吹子から踏吹子へと製鉄用の吹子が変化しますが、中世になると吹差（ふきさ

し）吹子（箱吹子）による製鉄が主流を占めるようになりました。

しかし、鉄山によっては近世に至るまで踏吹子を用いた所もあ

り、製鉄用としては、１７世紀末に天秤吹子が発明されるまで

踏吹子と吹差吹子が併存していました。                                                   

図は１８世紀中頃に書かれた『日本山海名物図絵』のたたらの

図で、６人の番子が踏吹子を踏んでいます。構造は側面と底を

粘土で固めた皿状の本体を中央で二つに仕切り、各室に吸、

排気用の弁をつけ、これにぴったり入る大きさの嶋板を乗せ、

この嶋板を踏んで風を送る仕組みになっています。室町時代

に大鋸や台鉋が登場して、大きく長い板が作られるようになる

と、本体側面が板張りになり、風力も増して、広く普及した。           踏吹子（「日本山海名物図絵」より） 

●●●●    吹差吹差吹差吹差ふいごふいごふいごふいご    

吹差吹子は鍛冶道具として知られる代表的な吹子です。図に示すように気密性の高い箱

構造で、特に箱底部に特殊な工夫を加えて、風の分配を均等にするほか、柄を押しても引

いても常に風が送り続けられるようになっています。 

吹差吹子の始まりは明確ではありませんが、鎌倉初～中期ごろで、普及するのは板が安

価に作られるようになる１５世紀以降と言われています。吹差吹子は大形のものでも運搬 

しやすく、また２～４台と連結して送風力を増すことができました。                       吹差吹子 



●●●●    天秤天秤天秤天秤ふいごふいごふいごふいご 

天秤吹子の出現により銑生産が急激に伸び、銑を加工する大鍛冶、小鍛冶作業が多忙になると、鍛冶用の吹差吹子の需要

が急速に高まり、大坂天満のような特定の生産地が成立することになります。 

また、幕府の鉄座が１７００～１７８７年まで設けられ、鉄の問屋、仲買が大坂に集中したことも大坂の吹子を全国の鉄山や鍛

冶屋に結び付けることになりました。吹子を使用するのは鉄山師、鋳物師、鍛冶屋、金銀銅山の床屋、飾り職、鋳掛け屋など

ありますが、彼らは年一度、旧暦１１月８日に鞴祭りを行い、それが現代まで引き継がれています。  

 

天秤吹子は吹子を踏む番子を大幅に省力し、たたらの生産力を飛

躍的に高めたもので、中国地方で特徴的な発達を示しました。 

伯耆（鳥取県西部）では天和、貞享（１６８０年代）のころ踏吹子から

天秤吹子へ、出雲、安芸（広島県）では元禄年間（１６９０年代）、石

見（島根県西部）では享保年間（１７１０～１７３０年代）にそれぞれ吹

差吹子から天秤吹子へ移行し、それに伴って高殿たたら（永代たた

ら）体制が確立します。天秤吹きたたらの成立により鉄の生産能率

は吹差吹子（２個付き）付きたたらの２倍、踏吹子たたらの約４倍に

増大し、温度も上昇してズク押し、ケラ押しと言った近世たたら製鉄

法が確立することになるのです。 

天秤吹子の構造は、図のように踏吹子の嶋板を中央から切断して

二つの部分に分け、その支点である軸を板の前後の両端に移し、

左右二枚の嶋板の運動を司るための桿杆をつくり、天秤構造としたもので、一方の嶋板を踏めば他方の嶋板が上がるように

なっています。天秤吹子には一人踏みと二人踏みがありますが、明治期にはほとんど一人踏みになっていたようです。なお、

奥羽地方では踏吹子や天秤吹子はあまり使われず、大型の吹差吹子である大伝馬が主として使われていました。                                   

天秤吹子 

●●●●    水車水車水車水車ふいごふいごふいごふいご    

吹子を動かす番子の労働の苛酷さは、次第に番子不足を招くようになり、動力として水車動力が使われるようになりました。中

国地方で水車吹子水車吹子水車吹子水車吹子が使われるようになったのは明治になってからです。日本で初めて水車吹子を用いたのは安政４年（１８５

７年）、大島高任が築造した釜石の洋式大橋高炉です。中国では既に漢代に水車吹子 

が使われていたのに日本での使用が約１９００年も遅れたのは何故でしょうか。 

************************************************************** 

                                    

        皮袋ふいごの古代たたらの絵図    踏吹子（「日本山海名物図絵」より）  江戸時代 天秤鞴のたたら 絵図 

 

    



3333....    まとめまとめまとめまとめ    ....        

    同同同同じじじじ 9999 世紀中頃世紀中頃世紀中頃世紀中頃にににに    箱型炉箱型炉箱型炉箱型炉とととと竪型炉竪型炉竪型炉竪型炉 2222 つのつのつのつのタイプタイプタイプタイプのののの製鉄炉製鉄炉製鉄炉製鉄炉がががが出土出土出土出土    そのそのそのその意義意義意義意義をををを検討検討検討検討    

    福島県武井製鉄遺跡群福島県武井製鉄遺跡群福島県武井製鉄遺跡群福島県武井製鉄遺跡群のののの近接近接近接近接するするするする沢入沢入沢入沢入 BBBB・・・・大清水大清水大清水大清水 BBBB のののの両遺跡両遺跡両遺跡両遺跡がががが示示示示すことすことすことすこと    

福島県福島県福島県福島県金沢金沢金沢金沢・・・・武井武井武井武井製鉄遺跡製鉄遺跡製鉄遺跡製鉄遺跡にににに出現出現出現出現したしたしたした足足足足踏踏踏踏みみみみ鞴鞴鞴鞴付付付付竪型炉竪型炉竪型炉竪型炉はははは        

たたらたたらたたらたたら製鉄製鉄製鉄製鉄のののの革新技術革新技術革新技術革新技術「「「「踏踏踏踏みみみみ鞴鞴鞴鞴」」」」のののの実用性実用性実用性実用性をををを試試試試しししし、、、、実用展開実用展開実用展開実用展開のさきがけかのさきがけかのさきがけかのさきがけか????????    

    

陸奥南の古代製鉄遺跡群では 踏み鞴付竪型炉はその後、消えてゆくのであるが、 もし、鞴付き箱型炉が先に登場していた

ならば、砂鉄を原料とするたたら製鉄では、難点のある踏み鞴付竪型炉が登場することはなかったはず。  

これらから、踏み鞴が日本のたたら炉に

登場する時期は明確ではないが、8 世

紀中頃の武井製鉄遺跡群の竪型炉に

装着された踏み鞴が、その後のたたら

製鉄の踏み鞴に大きな影響を与えたと

もいえるのではないか。。。。。 

 

勝手な問題提起ではあるが、たたら製

鉄の安定量産の革新技術である「踏み

鞴」は そのルーツがどこにあるのか 

不明なるも、  この陸奥南の金沢・武井

製鉄遺跡群で実用化が試され、その後 

広くたたら製鉄に普及していったのでは

ないか・・・・。  

この金沢・武井製鉄遺跡群が、踏み鞴

付たたら普及の出発点とは考えられな

いか・・・・ 



武井製鉄遺跡群 沢入 B・大清水 B の両製鉄遺跡は踏み鞴がたたら製鉄へ与えたインパクトを考える重要な遺跡  

そして、踏み鞴の普及を契機に鉄の生産量の拡大と共に鋳物銑をベースにした多様な鉄素材作りが展開して 鉄素材の多様

化・高品質化にも道を開いてゆくことになってゆく。 

そんなことをも考えさせてくれる古代の金沢・武井製鉄遺跡であると思いをめぐらせている。  

 

2013.8.15.   by Mutsu Nakanishi 
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